

























1. A Novelβ－Catenin-binding Protein Inhibits β－ 













3. Geranylgeranylacetone, a heat shock protein 

















































2. Is Communication to Endocardium Necessary for 






Transmyocardial laser revascularization (TMLR）に
英キナ柴
あち，その蔀宋応用が期待される。
4. Targeted chemotherapy using magnetic lipo・
somes with incorporated anticancer drugs for 










































6. Identification of Leukemia Inhibitory Factor as a 
Potent Mast Cell Growth-Enhancing Factor 











クローニングをおこない Leukemiainhibitory factor 
(LIF〕をクローニングしたO リコンビナント LIFは共
生培養系で濃度抜存性にマスト細抱増殖捉進活性を示








7. Acid-sensitive and Alkaline-sensitive Sensory 
Neurons Regulate pH Dependent Gastrin Secretion 
in Rat 
〈胃内 pHによるガストリン分治謂節機構における
カプサイシン感受性知覚神経の関与）
野島啓子（内科学第一）
胃内 p耳によるガストリン分詑、調節機構におけるカ
プサイシン感受性知覚神経の関与について検討した。
i対象と方法］体重 200～250gのWistar系雄性ラ
ットを用い，カプサイシン非投与群とカプサイシン群
を比較したO Omeprazoleを経口投与（胃内アルカリ
北），あるいは Omeprazoleを経口投与後0.1N HClを
経口投与（胃内酸性化）し，胃内 pH，車清ガストリ
ン値，前震部組織中ガスト 1）ンとソマトスタチンの含
有量と m豆NAを認定した。
［結果］胃内アルカワ化による皇請ガストワン値の
上昇はカプサイシン群で有意に抑制された〔p<
0.01）。胃内離性化による血清ガストリン檀の低下は
カプサイシン群で有意に抑制された〔p<0.01）。ソマ
トスタチンはカプサイシン投与により有意な変化を示
さなかった。
